
平瀬川支川
ひら　 せ　 がわ　 し せん

二ヶ領用水
に　　か　りょう よう すい

　みんなのまちを流れている川は、

　また、川はどのような川で
しょうか。

どれでしょう。

　多摩川には、②～⑧の川が流れ込んでいます。

なが かわ

かわ かわ

あさおく

た ま く

みやまえく

た　　ま　がわ ながかわ こ

わたしたちの川
かわ

①川
かわ

崎
さき

市
し

を流
なが

れる川
かわ

町
まち

田
だ

市
し

稲
いな

城
ぎ

市
し

調
ちょうふし

布市 狛
こま

江
え

市
し
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　鶴見川には、 ⑩～⑰の川が流れ込んでいます。

片平川
かた　ひら　がわ

たかつく

なかはらく

とうきょうと

よこはまし

さいわいく

かわさきく

つる　 み　 がわ ながかわ こ

川
崎
港

世
せた

田
が

谷
や

区
く

大
おお

田
た

区
く
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　川は、周りの土地よりも低く窪んでいるところを流れています。
　降った雨は、高いところを流れる小さな川から、低いところを流れる大きな
多摩川や鶴見川へつながり、海へ流れ込みます。
た　　ま　 がわ つる　 み 　 がわ うみ なが こ
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ながところたかかわ

かわ まわ と　　ち ひく くぼ なが

あめふ たか なが ちい かわ ひく なが おお

わたしたちの川
かわ

［高さ］

［高さ］

［多摩川からの距離］

［多摩川からの距離］

［多摩川からの距離］
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　'
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　'
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遊び場（多摩区）
た　ま　く

はる さくら めい しょ た　ま　く

あそ ば

②今
いま

も暮らしに役
やく

立
だ

っている二
に

ヶ
かく

領
りょう

用
よう

水
すい

今
いま

、二
に

ヶ
か

領
りょう

用
よう

水
すい

は、どんなことに使
つか

われているのでしょう。

工
こう

場
じょう

などで使
つか

う工
こう

業
ぎょう

用
よう

水
すい

多
た

摩
ま

区
く

）

春は桜の名所（多摩区）

水
すい

田
でん

や畑
はたけ

多
た

摩
ま

区
く

）（ （

水
みず

の取
と

り入
い

れ口
ぐち
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多
た

摩
ま

川
がわ

の水
みず

を広
ひろ

い範
はん

囲
い

に平
びょう

等
どう

に流
なが

すために次
つぎ さま ざま く ふう

のような様々な工夫がされています。

わたしたちの川
かわ

堰
えん

堤
てい

により
水
すい

面
めん

が上
あ

がり、
二
に

ヶ
か

領
りょう

用
よう

水
すい

へ
水
みず

が流
なが

れる

水
みず

の流
なが

れる幅
はば

えん てい し く

を
変
か

え、水
みず

を配
はい

分
ぶん

している

農
のう

地
ち

の広
ひろ

さによって
公
こう

平
へい

に水
みず

を分
わ

けた

川
かわ

崎
さき ぼりぼり

掘掘

水
みず

の配
はい

分
ぶん

根
ね

方
かた

上
うえ

から
見
み

た図
ず

横
よこ

から
見
み

た図
ず
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二ヶ領用水はどのように流れているのでしょうか。

堰堤の仕組み

円
えん

筒
とう

分
ぶん

水
すい し く

の仕組み

ぼりぼり

掘掘

ろっ  か  そんぼり

六ヶ村掘
ろっ  か  そんぼり

六ヶ村掘

く じ ぼり

久地掘
く じ ぼり

久地掘

洪水を防ぐために、川の幅を広げたり、
深くしたりしました。
ふか

こう ずい かわふせ ひろはば

昔の二ヶ領用水では、洪水になることもあり
ました。

こう ずい

二
に

ヶ
か

領
りょう

用
よう

水
すい

をきれいにするために、色々な活

変わって

かついろ いろ

動
どう

か

をしています。

(多
た

摩
ま

区
く

堰
せき

) (多
た

摩
ま

区
く

)
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国登録記念物
くに とう ろく き ねん ぶつ

　400年以上前から、農業用水や工業用水として利用されてきた
二ヶ領用水は、現在では、市民が親しめる場所として利用されてい
ます。
　川崎の歴史を知る上で、大切な宝物として次の世代につなぐた
め、令和2年3月10日に、国の登録記念物に登録されました。
　登録されたことで、二ヶ領用水の歴史的な価値が知られるとと
もに、貴重な用水として守られていきます。

※国登録制度は、法律によって、歴史的なモノや遺跡などを登録し、保存 
　しながら積極的に活用していくためにつくられました。

ねん い じょう まえ のう   ぎょう こう   ぎょう り       よう

に        か りょう

よう    すい よう    すい

よう    すい

よう    すい

に        か りょう れき し てき か ち しよう    すい

げん   ざい し      みん した ば     しょ り      よう

かわ   さき れき     し し うえ たい    せつ たから  もの つぎ せ     だい

くにれい わ ねん がつ とお か き       ねん     ぶつとう とうろく ろく

とう ろく

き     ちょう まも

くに とう  ろく せい    ど ほう りつ れき   し    てき い   せき とう  ろく ほ   ぞん

せっきょくてき かつ  よう
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障子のさんを洗っています。
しょう じ あら

かわ

わたしたちの川
かわ

川
かわ ほか

かわ さき く

には、この他に
も色々な役割や働

はたらやくいろ いろ わり

きがあります。

③昔
むかし

の川
かわ

18

川は、どんな役割をしていたのでしょう。
やく わり

大人に助けを求める。
たすおとな

入る

欠片が落ちて
裸足にならない。

はい

大人と一緒に行く。
おとな いっ　しょ い

くさ

おお

ちか

ちか

き

おかけら

は　 だし

絶対
ぜっ　たい

噛まれた
か

刺された
さ

もと

水辺の散策
さん  さくみず　 べ

かわ

い

ばいこ

か わ

かわ

かわ ちゅう い

お花見
はな   み

川
かわ なか

の中は、急
きゅう

に深
ふか

くなっているとこ
ろもあるんだ。

④これからの川

環
かん

境
きょう

学
がく

習
しゅう

の場
ば
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川は、これからどのように変わっていくのでしょう。
かわ か

みんなの憩いの場
ばいこ

憩いの場として、
かえ

帰ってくるでしょう。


